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はじめに
近年、野球の指導現場では体幹部の重要性が注月され、
様々なトレーニング法や障害との関係を示した研究が散見
されるようになった。しかし、未だその機能については、
共通見解が成されておらず、それを行う根拠も暖昧なのが
現状である。
そこで本研究では、野球選手における投球及びスウィン
グ動作について、研究1では野球熟練者の体幹機能を運動
学的に検討し、研究2では中学から大学野球選手における
腹壁を形態学的に検討した。そして、これら2つ－の研究か
ら、野球動作における体幹部の役割を明らかにしていくこ
とを目的とした。
研究1：投球及びバットスウィング動作における
体幹機能の運動学的検討
対象及び方法
対象は、十分な野球経験のある大学生及び大学院生6名
（身長172．3土0．1cm、体重70．3士11．5kg、野球歴11．3士1．5
年）である。
投球動作については、ワインドアップから18．44m先の
着座している捕手に向かって全力投球を行わせた。スウィ
ング動作については、ティー台上の目標物に向かって全力
でスウィングを行わせた。測定方法は、対象者の投球・ス
ウィング動作を、高速度カメラを用いて左右斜め前方から
撮影し、身体部位6点（左右の肩峰、胸郭下端、上前腸骨
棟）を、ビデオ画像解析システムを用いて3次元座標を算
出した。＿分析はⅩY平面上の肩回旋、胸郭下端回旋、骨盤
回旋の角度変化により行った。
結　果
角度変化に大きく2つの投球パターン、1つのスウィン
グパターンが確認された。
投球パターン1：足部接地からボールリリースにかけて、
骨盤と胸郭下端は同期して回旋角度を増加させていった。
その間、肩回旋は急な角度変化を呈した。
投球パターン2：足部接地からボールリリースにかけて、
骨盤回旋角度の変化量は少なく、その間、胸郭下端回旋と
肩回旋が同期して急な角度変化を呈した。
スウィングパターン：スウィング開始からインパクトにか
けて、骨盤と胸郭下端は同期して回旋角度を増加させてい
った。その間、肩回旋は急な角度変化を呈した。
研究2：野球選手における腹壁の形態学的検討
対象及び方法
対象は、野球部に所属している中学生から大学生139名
（投打方向は全員一致）とした。
筋厚は7．5MHzの探触子を使用して、Bモード超音波断
層装置により測定した。測定項目は側腹筋及び腹直筋とし
た。側腹筋の測定では、臍レベルの周径と前腋裔線との交
点を基準点に測定した。腹直筋の測定では、臆画で区画さ
れた筋腹の最大膨隆部左右8カ所（最上部：腹直筋1）を
測定した。
結　果
側腹筋の合計値に関して、投球側・非投球側（以下、
Dom－NDom）ともに中学2年以降より高値を示し、投球側
と非投球側の比較では高校1年より　NDomが有意に高値
を示した。内腹斜筋では学年とともに高値を示し、
Dom・NDom間差も認められた。腹直筋の上下間差では、
中学1年と大学3・4年で有意差は認められなかったが、中
学2年から大学卜2年までは下部筋厚が有意に高値を示
した。また大学レベルの腹直筋は全体的に高値を示し、大
学1－2年では腹直筋1でNDomが有意に高値を示した。
給合考察
研究1では、2つの動作パターンを確認することができ
た。1つは、下部体幹を対称的に活動させた動作パターン
であり、この動作は腹斜筋群の運動学的な作用から、腹斜
筋群を対称的に活動させながら遂行しているものと考えら
れる。2つ目は、下部体幹を非対称的に活動させた動作パ
ターンであり、この動作は腹斜筋群や腹直筋の運動学的な
作用から腹斜筋群、腹直筋を非対称的に活動させながら遂
行しているものと推察できる。これらは、研究2による筋
厚変化と何らかの関連性があることを示唆している。
結　論
野球選手の体幹は、野球特有の動態から特有の形態に発
育していく可能性が示唆された。
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